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１．事象概念の規定

試行が与えられているとして，その試行がも

たらし得る可能な単一の結果の全体は標本空間

と呼ばれ，その際各結果は標本点と呼ばれる。

標本点は「根元事象，elementary event」とか，

要素事象，「単一事象，simple event」などと呼

ばれる。つまり，各単一の結果を，その結果自

身に言及する事象と見なして，根元事象などと

呼ぶのである。

この際次の「事象概念の規定」が導入される。

事象概念の規定。根元事象の集まりを「事象，

event」と呼ぶ。特に，空集合は空事象，標本

空間は全事象と呼ばれる。

このような事象概念の規定は，既にKolmo-

gorov（１９３３）で採用されており，つまり標本点

を根元事象と見なす流儀を彼は導入しているの

である。

２．単集合を使うやりかた

ところが幾つかの書物では，「単集合，single-

ton」を用いて根元事象を導入しようとする試み

が為されている。つまり，各標本点 ωに対し
て，{ω}を根元事象と呼ぶとするのである。こ
のやり方だと，根元事象の集合として事象概念

を捉えようとする，上掲の「事象概念の規定」が

通用しなくなるのであり，つまり，単集合の

「合併」として事象概念が「定義」されることとな

る。

仮に実数直線を標本空間とするならば，Kol-

mogorov の流儀では，各点は根元事象であ

り，各区間は事象である。ところが，単集合を

用いる流儀によれば，異なる二点が属する区間

が事象であることを確認するために，単集合の

非可算直和を利用しなければならないのであ

る。（なお区間の定義については，Savage（１９５４）

の付録２（２６６頁）を参照していただきたい。そ

こでは，実数の連続性により（特にDedekind

切断の原理により），区間が１１通りの型に分類

されることが注意されている。）象徴的に書け

ば，∪{{ω}|ω∈�}�� である。
標本空間の部分集合として「事象」を捉えると

いう思想は，やはりKolmogorov 式の根元事象

によって，直接的に実現されるのではなかろう

か。古典的な定義を改変しようとする際には，

多分かなりの覚悟が要求される。

３．補遺

「事象」とは元来「できごと」であり，一回性の

ものである。従って，「同じ事象が繰り返し生

起する」という表現は精確ではなく，「繰り返

す」のは「できごと」ではなく「現象」である。「根

元事象の定義」と「事象概念の規定」とによっ

て，「事象たち」が集合論的諸形式によって捉え

られることとなる。つまり「数学」の対象として

事象概念が定式化されるのである。Kolmogorov

（１９３３）の問題の箇所（第１章第１節 公理（Axi-

ome）の冒頭）を引くと以下である。（イタリッ

クは原文のまま。）

Es sei E eine Menge von Elementen ξ, η, ζ ,
…, welche man elementare Ereignisse nennt, und

eine Menge von Teilmengen aus E ; die Ele-
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mente der Menge werden weiter zufällige

Ereignisse genannt.

Kolmogorov は指定された（標本空間上の）集

合体に属する集合を「事象」と呼んでいるが，

Savage（１９５４）の第３章第４節の４２頁冒頭の段

落で示唆されているように，このような制約は

「数学」の都合によるのであって，「世界」に直面

する「個人」の（経済行動の）合理性に立脚するも

のでは多分ない。「世界」に対する可能な記述の

総体の部分集合は，いずれであれ，「事象」と呼

び得るのである。
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